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１ Google Classroomを活用した校務
子供達が学習活動等でフル活用しているGoogle Classroomは，教職員
が校務等で使う頻度も著しく高まってきている（①）。笠岡市教育委
員会が独自に導入しているグループウェアも活用しやすい機能を備え
ており，現状で教職員は併用しているが，学校のネットワークを離れ
ても情報共有できるGoogle Classroomの活用がいっそう増えてきた。各
教職員がそれぞれの校務分掌に応じて必要な依頼・情報提供を効率的
に行うことができ，校務の負担を軽減している（②）。また，子供の
指導に関わる事例でもあるが，保健室のClassroomでは，一人一人の子
供と養護教諭が１対１でやり取りをするドキュメントの設定がなされ
ていて，ここに悩み等を書き込み相談できるシステムを用意している。
実際，いじめ問題等を発見することができ，教職員間で速やかに情報
共有をして指導に活かすことができた（③）。
教職員が授業等でGoogle Classroomを積極的に活用しているので，
様々なアイディアを活かして校務での活用が進んでいる。今後も迅速
かつ効果的な情報共有が広がっていくものと考える。
２ Google Chatの活用と課題
迅速かつ効果的な情報共有ができる手段として，教職員間で活用で
きるGoogle Chatを設定している。例えば，不審者情報を子供の下校時
までに共有するために，緊急性を要する情報を具体的に・確実に全教
職員へ伝える手段として有効である（④）。一方で，本市教育委員会
の規定により，教職員が私物のスマートフォンなどを教室へ持ち込む
ことは「管理職の許可を得て行う」ことと定められており，日常的に
活用することはできていない。教室で指導に利用する端末はノート型
PCで，手軽に持ち歩くことが難しい。 Google Chatのような手段を有効
に機能させるための環境整備は，本市学校の課題となっている。
３ Google Workspace以外のツール活用
上記した市教委が導入しているグループウェアも併用してペーパレ
ス・効率的な校務が進んでいる。また，保護者・学校関係者への配信
メールシステム・学校ウェブサイトを活用して，学校からの情報発信
のペーパレス化もいっそう進み，働き方改革への寄与が図られてきた。
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